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論文審査の結果の要旨 
 
本研究は，ゼリーの初期の物性が舌運動にもたらす影響を明らかにすることを目的に，異なる物性（破
断荷重・破断歪）を持つゼリーの食品をスクイージングして嚥下する過程の舌と口蓋の接触圧（舌圧）
を測定してその時系列上の変化について分析すると共に，ゼリーの初期物性とスクイージング中から嚥
下時にかけての「食べやすさ」に関連した感覚的評価（官能評価）との関係について検討を行った． 
その結果，ゼリーの初期物性（破断荷重・破断歪）は，破砕と食塊形成においては舌圧発現様相なら
びに感覚的難度に影響するが，嚥下においては舌圧に影響しないものの感覚的難度には影響することが
定量的に示された． 
本研究の結果は，これまで主として用いられてきた TPAと官能評価をもとに作成された要介護者用食
品の基準に対して，新たに生体計測という評価軸を加える可能性を示唆するものである．すなわち，咀
嚼・嚥下機能の低下した要介護高齢者の舌圧を測定して舌運動を客観的に評価し，それに応じた初期物
性を有するゼリーを選択することで，段階的に物性を高めていく，すなわちリハビリテーション的な食
品物性の調整が，客観的な基準によって行うことができると期待される． 
 以上より本論文は博士（歯学）の学位論文として価値のあるものとして認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
